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 第３節 河川環境の整備と保全に関する事項 

 

 １ 動植物の生活環境の保全・再生 

県では、これまで「“ひょうご・人と自然の川づくり”基本理念・基本方針」※1に基づき、

多自然川づくりに努めてきたところである。武庫川では、さらに河川整備に際して、基本方

針に掲げる「武庫川水系に生息・生育する生物及びその生活環境の持続に関する２つの原則」

を適用して、多様な生物の生活環境等に与える影響を可能な限り回避･低減または代替できる

環境保全措置を講じることにより、武庫川水系の多種多様な動植物が生息・生育できる豊か

な自然環境の保全・再生を図る。このため、水系全体で戦略的に自然環境を保全できるよう

「２つの原則」に係る専門検討会※2の検討結果を踏まえ、河床掘削や低水路拡幅などの河道

対策と環境対策との整合のとれた河川整備に取り組む。 

また、かつての武庫川において多数生息が確認されていたアユを武庫川のシンボル・フィ

ッシュとして位置付け、関係機関や地域住民の適切な役割分担のもと、魚類にとってより望

ましい川づくりに努める。なお、地域住民や団体等による生態系の保全・再生活動が円滑に

進むよう、行政手続きの迅速化や技術面でのサポートなどを行う。 

さらに、「２つの原則」の適用が全国的にも初めての取り組みであること、また事業実施に

は「２つの原則」にかかる対策を具体化するうえで、さらに検討する必要があることから、

実施時において、留意事項等をとりまとめた手引きを作成する。あわせて、関係機関や地域

住民、事業者などへの「２つの原則」の普及を目的に、パンフレットを作成する。 

※1 平成8年5月に21世紀の川づくりのさきがけとなる基本的な考えとして「治水・利水」、「生態系」、「水文

化・景観」、「親水」の４つの観点から、川づくりのあるべき姿として取りまとめた基本理念・基本方針

である。 

※2 「２つの原則」に基づき、武庫川水系の生物及び生活環境の現状評価を行い、河川事業の計画案による

影響評価と保全・再生するための方策の検討を行うため、平成20年に兵庫県が設置した学識経験者から

なる委員会 

 

 (１) 「２つの原則」の適用にあたっての考え方 

河川整備に際しては、「２つの原則」を適用することにより、原則１に関しては重要な種、

原則２に関しては評価された「生物の生活空間」の総量が、河川整備後もそれぞれ維持でき

るよう取り組む。 

なお、河川整備を実施する箇所以外においても、水系内には配慮を検討すべき「生物の生

活空間」があることから、動植物の生活環境の向上に向け、専門家の意見を聴くとともに、

重点化を図りつつ優先順位の高いものから、関係機関や地域住民の協力のもと改善に取り組

む。 

 

  ① 対象とする種の選定及び優れた「生物の生活空間」の把握 

「２つの原則」を踏まえ、河川整備の実施箇所において、自然環境に関する対策を具体

的に検討するために、対象とする「種」の選定及びその分布状況の把握や、優れた「生物

の生活空間」の特定及びその「総量」の把握の考え方を整理した。 
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  ア 原則１：対象とする種の選定及びその分布状況の把握 

   ○ 対象とする種の選定 

原則１の対象とする「種」は、在来種の中から、河川を主要な生活空間とする種のうち、

絶滅の危険性の高い特定種（兵庫県版レッドデータブック2003、環境省レッドリスト）、特

定種以外でも水系内での分布範囲が限られている種及び専門家が重要性を指摘する種とし

た。 

   ○ 対象とする種の分布状況の把握 

平成15年度に実施した「ひょうごの川・自然環境調査」の調査結果及びこれまでに水系

内で実施された各種の環境調査の結果を用いて、水系内での種の分布状況を把握した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原則１：“流域内で種の絶滅を招かない”  

武庫川水系に暮らす種が、将来的にも武庫川水系で持続的に生息・生育しうることを目標とする。

ここでいう「種」とは、本来、武庫川水系に生息・生育する在来種を指す。 
 
【着眼点】 

① 「個体」ではなく「種」に着目 

種の絶滅を招かないという原則を設けることで、今いる生物が将来にわたり暮らせる川づく

りを進める。「種」を評価の対象とすることで、「個体」の場合よりも自然環境に対する対応策

への自由度を増やす。 

② 武庫川水系内で対処 

治水を優先する必要のある場合には、地元での対応に限定せずに、水系全体で戦略的に自然

環境に配慮する。他地域からの個体の移植を安易に行うのではなく、水系内での個体群の維持

を優先課題とする。

原則２：“流域内に残る優れた「生物の生活空間」の総量を維持する” 

武庫川において生物の生活空間として優れていると判断された場所を、治水事業後も、その質と

量の両面で確保することを目標とする。 
 

【着眼点】 

①優れた「生物の生活空間」の抽出 

優れた「生物の生活空間」においては、この生活空間の質と量の保全に努める。 

②総量で評価 

「優れた生物の生活空間」を特定することで、数値によって定量化し、客観的な判断をする。

総量を維持することで、間接的にさまざまな「種」の絶滅リスクを軽減する。 

③保全と再生による総合的な環境対策 

治水対策と環境対策の両立を図るためには、空間的な棲み分けを強いられる場合がある。あ

る場所でやむなく生活環境の質が低下した分を、別の場所で保全や再生することで、総量を維

持する。改修を行う際には、次のいずれかの手段を講じることとする。 

ⅰ）改修をやむなく実施する場合には、同じ規模で同質の生活環境を、改修区間内で再生する。

   ⅱ）大規模な改修を実施することで改修区間内での保全・再生が困難な場合には、同じ規模で

同質の生活環境を水系内から抽出して保全および再生する。 

  ⅲ）改修により質の低下が予想されるが、生活環境の固有性および特殊性が高く、改修区間内

での再生や、周辺地域や県内においても保全や再生の代替地が見あたらない場合には、計

画を再考する。 
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  イ 原則２：優れた「生物の生活空間」の特定及びその総量の把握 

   ○ 優れていると判断される場所の特定 

平成15年度に実施した「ひょうごの川・自然環境調査」等の調査結果を基に、冷水性種

の種数や淵の密度などの評価指標から水系内で相対的に良好な状態にある場所を優れた

「生物の生活空間」として特定した。 

   ○ 優れた「生物の生活空間」の総量の把握 

優れた「生物の生活空間」として特定した場所のうち、生物多様性の観点から中核的な

範囲として特に保全すべき場所をユニット※数や箇所数により定量化し、その値を「質」と

「量」の両面で守らなければならない「総量」とした。（図4.3.1参照） 

※ 河川を 500m 単位で区切った区間の単位 

 

  ② 配慮を検討すべき「生物の生活空間」の把握 

水系内には、優れた「生物の生活空間」のほかに、水質の悪化、流れの分断といった生

物の観点から改善すべき場所が存在している。環境改善を効果的に行うため、低水護岸の

延長割合や外来植物群落の分布などの評価指標から配慮を検討すべき「生物の生活空間」

として整理した。（図 4.3.2 参照） 
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図 4.3.1 優れた「生物の生活空間」の範囲と河川対策の施工の場所との重ね図 

※1 10項目の評価指標：①冷水性種の種数 ②森と川の隣接率 ③淵の密度 ④礫原草原に特有な植生の分布 

⑤渓谷に特有な植生の面積（種の個体数） ⑥低層湿原の面積、低層湿原を擁する貴重性の高いヤナギ林

の分布 ⑦オギ群集の面積 ⑧河畔林の面積、貴重性の高い河畔林の分布 ⑨在来種の種数 ⑩重要な種の

種数 

事業区間

武
庫
川 

有
馬
川 

羽
束
川 

※2 ｢ひょうごの川・自然環境調査」では、全川を対象とした全区間調査と、沖積区間（武庫川本川、羽束川、

有馬川）を対象とした沖積区間調査を実施している。 
 
  ・全 区 間 調 査 ：横断工作物の現況、蛇行の変化、水際の護岸の現況、水質・水温の現況、 

                     魚類・底生動物調査 

  ・沖積区間調査：堤外地面積の変化、瀬・淵の現況、後背水域の現況、植生調査 

※2 

この図は、10項目※１の評価指標より優れた「生物の生活空間」の中核的な範

囲として抽出したユニットの重複状況と事業区間の位置を示したものである。
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図 4.3.2 配慮を検討すべき「生物の生活空間」と河川対策の施工の場所との重ね図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

※1 7項目の評価指標：①耐汚濁性種の個体数比率 ②汽水・回遊種の種数 ③水生生物の移動可能区間長 ④

低水護岸の延長割合 ⑤礫原草原に特有な植生の分布 ⑥外来植物群落の分布 ⑦外来性魚類の生息及び

生育確率の和 

※2 ｢ひょうごの川・自然環境調査｣では、全川を対象とした全区間調査と、沖積区間（武庫川本川、羽束川、

有馬川）を対象とした沖積区間調査を実施している。 
 
  ・全 区 間 調 査 ：横断工作物の現況、蛇行の変化、水際の護岸の現況、水質・水温の現況、 

                     魚類・底生動物調査 

  ・沖積区間調査：堤外地面積の変化、瀬・淵の現況、後背水域の現況、植生調査 

事業区間

※2

この図は、7 項目※１の評価指標より優れた「生物の生活空間」の中核的な範

囲として抽出したユニットの重複状況と事業区間の位置を示したものである。

有
馬
川 

武
庫
川 

羽
束
川 
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 (２) 「２つの原則」を適用した河川整備の実施箇所における主な対策 

河川整備の実施箇所において、原則１の「種」及び原則２の優れた「生物の生活空間」へ

の影響を評価するとともに、配慮を検討すべき「生物の生活空間」への対応も考慮のうえ、

多種多様な動植物の生活環境の保全・再生に向けた目標を設定し、その目標達成のために必

要な対策を実施する。河川整備の実施箇所のうち、武庫川下流部（築堤区間・掘込区間）、武

庫川上流部については、流域内で河川生態系の観点から重要な場所であるため、「２つの原則」

を踏まえるとともに、“配慮を検討すべき「生物の生活空間」”のもつ課題の改善も考慮のう

え、専門家の意見を聴きながら基本的な対策についてとりまとめた。 

なお、事業実施前に地域住民等から新たな貴重種情報を入手した場合には、その取り扱い

について、専門家の意見を聴きつつ適切に対応する。 

 

  ① 武庫川下流部築堤区間（河口～JR東海道線橋梁下流 約5.0km） 

当区間は築堤区間であり、低水路は護岸が設置され

ている。特に、潮止堰より下流の汽水域では、矢板に

よる垂直壁の護岸のために浅瀬や水際の植生は皆無で

ある。汽水域は全域にわたって単調な環境であり、生

物相は他の水系と比較しても著しく貧弱である。 

また、かつては河口部に砂浜や干潟が存在していた

が、現在は消失している。 

  ア 動植物の生活環境の保全・再生に向けた目標 

 

 

潮止堰は本来、塩水遡上防止の機能をもっているが、年々、地下水の利用が減少してい

ることから、その役割が低下している。そこで、周辺の地下水の利用状況等を勘案し、適

切に対応することを前提に、河床掘削に伴い、潮止堰等を撤去する。 

このことにより汽水域が拡大し、移動の連続性が向上するため、将来的に汽水・回遊種

の生息環境が改善される。 

一方、汽水域が拡大すれば、ドジョウ等の生息する淡水域は縮小するが、流域内の生息

地が多いこと、本来的に汽水域であることから特別な対策は不要である。 

汽水・海水性の底生動物、魚類や鳥類の一部は、工事の影響で一時的に個体数の減少す

る区間が発生するものの、干潟をはじめとする多様な生息環境を創出することにより、隣

接地からの種の供給による回復とこれまで以上の生物多様性が期待される。 

なお、干潟の創出は、流下能力に余裕のある河口部河岸よりの箇所に予定しており、治

水対策上、影響がないことを確認している。 

 

目標 “汽水域の拡大と干潟の創出”

写真 4.3.1 河口部 
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  イ 主な対策 

目標を達成するために、以下の対策を実施する。 

   対策１ 魚類等の移動の連続性確保 

河床掘削に併せて潮止堰等を撤去することにより、汽水・回遊

種の生息環境の改善を図り、アユやウキゴリ等の回遊魚の遡上を

促進するとともに、上流側の床止めに設置している魚道を改良す

る。 

 

   対策２ 干潟の創出 

河口部における生物多様性の回復やアユ等の生

息場所確保のために、水制工等を設置して干潟の創

出に努める。 

 

 

  ② 武庫川下流部掘込区間（生瀬大橋～名塩川合流点 約2.5km） 

当区間は、武庫川峡谷部直下の市街地を流れる区間であ

り、峡谷の出口付近には自然性の高い礫河原が残されてお

り、水衝部の岩場には局所的にサツキ等の岩上植物が分布

している。魚類では、アユをはじめ、アカザやアブラボテ、

底生動物では、キイロサナエ、ミヤマサナエなどが生息し

ている。 

 

  ア 動植物の生活環境の保全・再生に向けた目標 

       

 

河床掘削により、西宝橋付近の礫河原や瀬・淵が消失するため、

早期再生に向けた積極的な取り組みが必要である。 

洪水時に一定規模以上の攪乱が必要なサツキ等の岩上植物につい

ては、改修後も生育場所の流況は大きく変化しないことから、影響

は少ないと予想される。 

魚類や底生動物は、工事の影響で一時的に個体数は減少するが、

川の営力により瀬・淵の形成を促進するとともに、礫河原が維持されるよう河道形状を設

定することにより、隣接地からの種の供給による回復が期待される。 

なお、現状の河道形態を保全するため、スライドダウンによって、現状よりもみお筋を

深く掘削することとなるが、当該区間の上下流部には深い淵が存在していることから、縦

断的なみお筋の連続性が確保できることを確認している。 

 

目標 “礫河原の再生”

写真 4.3.2 潮止堰

干潮時には干潟が現れ、

多様な生物が生息 

図 4.3.3 干潟創出イメージ

写真 4.3.4 サツキ

写真 4.3.3 生瀬付近の礫河原
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図 4.3.4 スライドダウンのイメージ

 

  イ 主な対策 

目標を達成するために、以下の対策を実施する。 

   対策１ 礫河原と瀬・淵の再生 

礫河原に特有な植生の生育環境及びアユ等の生息環境を

保全するため、現状の砂州形状や礫河原の比高を考慮した

河床掘削を行い、みお筋や礫河原及び瀬・淵を再生する。 

 

 

 

 

 

   対策２ 外来植物の除去 

河床掘削により、礫河原に繁茂しているシナダレスズメガヤを除去する。 

また、関係機関や地域住民と連携して、種子の供給源となる、上流や周辺のシナダレス

ズメガヤの除去に努める。 

 

   対策３ 代償措置としての礫河原の再生 

当該区間では、工事後も礫河原の再生に向けて順応的管理※に努めるが、結果として、現

状と同程度の礫河原を再生できない場合は、代償措置として区間外で礫河原を再生する。 

 

 

 

  ③ 武庫川上流部（岩鼻橋～山崎橋 約1.9km） 

 当区間は河床勾配が小さく、緩やかな流れを好むタナゴ類

や二枚貝類をはじめ、貴重種を含む多くの種の魚類や底生動

物、水生植物が生息・生育しており、全県的にも生物多様性

が高い区間である。 

 

  ア 動植物の生活環境の保全・再生に向けた目標 

 

 

河床掘削により、瀬・淵等の多様な生活環境が消失する

ため、早期再生に向けた積極的な取り組みが必要である。

タナゴ類をはじめとする魚類や底生動物は、工事の影響で

一時的に個体数は減少するが、多様な生息環境を再生する

ことにより、隣接地からの種の供給による回復が期待され

目標 “タナゴ類の生息環境の再生”

現況の比高と同等の比高を確保

1:20 

礫河原部を緩勾配化(1:20) みお筋スライドダウン

みお筋の再生

1:20

図 4.3.5 礫河原の再生イメージ

写真 4.3.6 カネヒラ（タナゴ類）

写真 4.3.5 武庫川上流部

※ 工事後のモニタリングを通じて自然生態系の回復状況を確認しながら、必要に応じて措置を講じること

により川の営力回復を促す行為。 

河床掘削にあたっては、掘

削前の形状を考慮する。 
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る。ただし、移動性が低いオグラコウホネ等の植物やカタハガイ等の二枚貝類は、河床掘

削により著しく個体数が減少するため、移植対策が必要である。なお、当該区間の河川整

備にあたっては、改修後も現況河床幅と同程度の河床幅を確保できることから、みお筋、

瀬・淵、ワンドの再生などの対策を講じることが可能であることを確認している。 

 

  イ 主な対策 

目標を達成するために、以下の対策を実施する。 

   対策１ みお筋の再生 

ナガエミクリ等が生育する水際の低層湿原

や、タナゴ類の生息場所となる緩やかな流れ

を再生するため、現況と同様に蛇行部を確保

してみお筋を再生する。 

 

   対策２ 瀬・淵の再生 

河道が直線的で河床勾配が一定な区間に木杭や根固工等

を設置して、その周囲または下流に深みができる工夫を行い、

淵を再生するとともに淵の下流に瀬を再生する。 

 

   対策３ ワンド・たまりの再生 

河床を平坦にせず、横断方向に傾斜や凹凸をつけ冠水頻度

に変化をもたせる。また、ワンド・たまりを再生し、洪水時

における稚魚や移動能力が低い種の避難場所を確保する。 

 

   対策４ オギ群集の再生 

オギ群集の早期再生のため、現地発生した表土を仮置きし、

再利用する。 

 

   対策５ 代償措置としての瀬・淵やワンド等の創出 

当該区間では、工事後も瀬・淵やワンド等の多様な生息・

生育環境の再生に向けて順応的管理※に努めるが、結果とし

て、現状の環境を維持できない場合は、代償措置として区間外で瀬・淵やワンド等を創出

する。 

 

みお筋 

ワンド 

写真 4.3.8 ワンドの再生例

写真 4.3.7 淵の再生例

淵

袋詰根固工

図 4.3.6 みお筋の再生イメージ

みお筋の蛇行 
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写真 4.3.9 武庫川で捕獲されたアユ

 (３) 天然アユが遡上する川づくり 

アユを武庫川のシンボル・フィッシュとして位置づけて、

関係機関や地域住民の参画と協働のもと、河川整備や環境改

善に取り組む。このため、平成21年度から3年程度を目処に、

アユの分布、産卵場、仔アユの降下等の生息実態調査を実施

している。その結果を踏まえて、関係者や地域住民の適切な

役割分担のもと、魚道の改善やみお筋の確保などによる移動

の連続性の向上、産卵場及び稚魚期の生息場所の確保等の必

要な対策を検討し、実施可能なものから取り組んでいく。また、アユの生息実態の追加調査

については、必要に応じて検討を行う。 

 

 ２ 良好な景観の保全・創出 

自然景観を基調とした武庫川らしい景観を保全・創出するため、武庫川を特徴づける自然

環境や、下流域のクロマツ・アキニレ等の樹木、武庫川峡谷の自然景観、瀬戸内海と日本海

を結ぶ「ふるさと桜づつみ回廊」など、地域固有の景観資源を保全するとともに、歴史・文

化といった沿川の地域特性に配慮しつつ、地域と一体となった景観形成に努める。 

また、現在の自然環境を維持するだけでなく、地域住民による自然再生活動や河川環境の

整備と保全への取り組みなど、自然環境に積極的に働きかけることによって、生物多様性の

恵みとして得られる景観の創成につないでいく。 

このことから、河川整備にあたっては、河川が地域景観を構成する重要な景観要素のひと

つであることを念頭におき、関係機関や地域住民と連携する中で治水との整合を図りつつ、

「兵庫県公共施設景観指針」※をもとに、周辺の景観にも配慮した施設整備に努める。具体的

には、地域固有の生態系を保全するとともに、可能な限り自然素材や多自然工法を採用し、

構造物の明度・彩度・肌理
き め

（テクスチャー）と周囲との調和などに配慮するほか、治水上支

障がない範囲において、堤防法面や高水敷の緑化修景にも努める。 

特に下流部築堤区間においては、クロマツやアキニレ等の高木樹により良好な景観が形成

されており、河川敷の一部が風致地区に指定されている。このことから、河川整備にあたっ

ては、樹木伐採を必要最小限とする工法を検討するなど、良好な景観の保全に努める。 

また、河口部では潮止堰等の撤去により、汽水域が拡大され、干潟が創出されることから、

これらを活かした魅力ある河川景観の創出を地域住民等との参画と協働のもとで進めていく。 

なお、地域のまちづくりにあわせた川の景観づくりが必要な場合には、各市と連携し、地

域の個性に配慮した景観づくりに向けて協働して取り組む。 

 

 

※ 「景観の形成等に関する条例」第29条の6の規定に基づき、公共施設に係る景観の形成及び公共施設

とその周辺地域との景観の調和を図ることを目的に定めた指針 



 

 

 75

 ３ 河川利用と人と河川の豊かなふれあいの確保 

武庫川の河川空間は、陸域、水域で地域住民の身近な憩いの場として多様な利用が行われ

ている。今後も、自然環境及び治水計画との調和に留意しつつ、水と緑のオープンスペース

としての河川利用など、多様な要請に応えられるよう努める。 

また、地域の人々に武庫川の自然環境や水辺を利用した環境学習の支援を行うため、関係

機関と連携して、河川利用の利便性の確保を図るとともに、自然を生かした水辺の創出や施

設の整備に努める。 

河川の水面利用に関しては、流域市や関係機関などと連携して秩序ある利用に努める。 

なお、河口部では潮止堰等の撤去により、汽水域が拡大され、干潟が創出されることから、

これらを活かした魅力ある水辺とのふれあいの場の創造を地域住民等との参画と協働のもと

で進めていく。 

 

 ４ 水質の向上 

武庫川の水質については、環境基準を満足しているが、更なる水の「質」の向上を目指し

て、環境基準の水域類型の格上げや類型指定区間の見直しを視野に入れるとともに、以下の

取り組みを進める。 

 (１) 下水道整備の推進 

武庫川水系では、下水道を含めた生活排水処理率が99％を超えており、整備が概成してい

る。今後は下水処理施設の高度処理化や合流式下水道改善事業などにより、放流水のさらな

る水質改善に努めていく。 
 

 (２) 水質調査等の継続実施 

定期的な水質調査や底質調査を関係機関と連携して継続して実施することにより、水質の

状況を的確に把握する。 
 

 (３) 水質事故への対応 

油等の河川への流出事故については、流域７市の水道事業者で構成する「武庫川水質連絡

会議」※1等と連携して、情報の迅速な伝達と共有化を図る。 
 

 (４) わかりやすい水質指標による調査 

地域住民が身近な河川の水質調査を行うことを通じて、川とのつながりを深めるために、

ＢＯＤ等の科学的指標のみでなく、わかりやすい水質指標による調査※2の実施を、関係機関

と連携して検討する。 
 

 (５) 水生植物による自然浄化機能の向上 

河積に余裕がある箇所については、周辺景観との調和や動植物の生活空間の再生等を考慮

しつつ、オギやヨシ等の水生植物の再生を地域住民とともに進めることにより、自然浄化機

能の向上に努める。 

※1 水質汚染等の情報交換のため、昭和 48年に設立された武庫川流域の７水道事業体で構成する連絡会 

※2 国土交通省が、「今後の河川水質管理の指標について（案）」を平成17年3月にとりまとめ、一級河川にお

いて、透視度や臭いなどの新しい水質指標により実施している調査 
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 第４節 河川の維持管理等に関する事項 

 

 １ 河川の維持管理 

河道の確保、堤防・護岸の機能維持、河川利用者の安全確保、不法行為等の防止、施設の

機能維持、占用許可工作物への適切指導を目標に、平成21年度に策定した「兵庫県河川維持

管理計画」に基づき、定期的に点検を行って河川の状態を把握し、効果的・効率的に河川の

維持管理を行う。 

 (１) 維持・修繕工事の実施 

  ① 河道、堤防、護岸等 

河道については、河床低下や異常な洗掘箇所について、根固め工などの洗掘対策を行う

ほか、土砂堆積や樹木の繁茂により流下能力が著しく低下している箇所については、河道

掘削等を実施する。堤防・護岸は、堤防の決壊や護岸の崩壊などの重大な被害が生じない

よう変状箇所については、修繕工事を実施する。 

特に、武庫川下流部の築堤区間の沿川は高度に市街化しているため、ひとたび氾濫する

と甚大な被害が想定される。その区間の河口付近は河川勾配が緩いため、土砂が堆積しや

すく、また、屈曲部においては外岸側が洗掘されやすいことから、重点的に維持管理を行

う「治水上等の影響が特に大きい区間」に設定し、定期的な横断測量や堤防・護岸の点検

を行い、必要に応じて維持掘削、堤防・護岸の修繕工事を行う。 

  ② 親水施設等 

親水護岸、遊歩道、坂路、手すり等の河川利用施設及び急激な水位上昇が予想される親

水施設に設置した警報システムや避難誘導施設について、機能が常に確保されるよう老朽

化したものについては更新する。 

  ③ 樹木等 

河川区域内の樹木等について巡視・点検を行い、樹勢が劣り洪水時に倒れて堤防の安全

性に悪影響を及ぼすような樹木は伐採・抜根するなど、適切な樹木管理を行う。併せて、

治水上支障となる樹木の伐採や、治水上の支障がない範囲での植樹など、適正な樹木管理

について検討する。 

  ④ 水文観測施設 

雨量計・水位計など水文観測施設については、機能が常に確保されるよう適切に維持管

理し、老朽化したものについては更新を行う。特に水位計については、土砂の堆積等によ

り水位の計測に支障がでないようにする。 

 

 (２) 不法行為等への指導 

治水上著しい支障がある不法行為については、関係部局とも連携しながら不法行為者への

指導に努める。 
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 (３) 除草・清掃の実施 

県と市が共同で行うクリーン作戦などにより、安全な河川利用の促進、防犯防火等を目的

として除草、清掃を実施する。特に親水公園や利用者の多い箇所については、定期的に除草、

清掃し良好な河川環境の確保に努める。 

また、河川愛護活動、ひょうごアドプトなど、住民や団体の自主的な河川の除草、清掃活

動に対して清掃資材提供等の支援を行う。 

なお、これらの活動により回収したゴミについては、県、市が適切に処理を行う。 

 

 (４) 適切な施設操作の実施 

樋門等については、適正に機能するように操作の実施・指導に努める。また、水 

防時には、水防倉庫を適正に活用する。 

 

 (５) 占用許可工作物への適切指導 

井堰、橋梁等の占用許可工作物については、河川管理上支障となるおそれがある場合は、

速やかに点検、修繕等を実施するよう施設管理者を指導する。 

このうち、河川管理施設等構造令(昭和51年施行)の制定以前に建設された経緯から、現行

の構造基準を満たしていない施設については、現行の構造基準を満たすよう施設管理者を指

導していく。 

また、洪水で堤防が決壊する恐れがある場合に、武庫川へのポンプ排水を続けると、水位

上昇を助長し、越水や堤防の決壊を引き起こす可能性があるため、地元市や下水道管理者等

と協議し、出水時における排水ポンプ場の合理的な運転調整方法を定めていく。 

なお、県の流域下水道の中継ポンプ場については、堤防の決壊等の危険が切迫した緊急時

には、河川管理者の指示により、緊急避難措置として、排水ポンプの運転を停止することと

している。 
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的な形成に向け、以下の支援を行う。 

  ① 連携・交流のための機会提供 

活動主体がその活動内容を報告し、他の活動主体との連携・交流の機会となるシンポジ

ウム等を開催する。 

  ② 連携・交流のための情報提供 

県のホームページ等を活用し、活動主体の概要やその活動内容などの情報を提供する。 

 

（３）自律的な流域ネットワークとの連携 

武庫川づくりのパートナーとなる多様な主体の参加する自律的な流域ネットワークの形

成を支援するとともに、流域ネットワークとの連携のあり方について、流域市や流域ネッ

トワークの意見も聴きながら検討を行い具体化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4.4.1 武庫川における流域連携の考え方 
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３ モニタリング 

治水、利水、環境の観点から河川の総合的な管理を行うため、地球温暖化に伴う気候変化

の影響にも留意しつつ、必要な観測データや新たな知見を蓄積する。これらのデータは、河

川計画を含む河川管理技術の向上、河川整備計画の進行管理等に活用すると共に、住民等と

の情報共有にも努める。 

また、観測精度を維持するため、日常の保守点検を実施するとともに、観測精度向上に向

け必要に応じて観測施設の配置、観測手法等を改善する。 

  ① 定期的な観測によるデータの把握 

流域内の雨量観測、河川の水位、土砂堆積、水質、水温、潮位の調査を継続して行い、

その結果を記録して必要なデータを蓄積する。 

  ② 事業実施前後のモニタリング 

事業による環境への影響把握や順応的管理、知見の蓄積と事業への反映を目的に、魚類、

底生動物、植生、瀬・淵の状況、河川景観などのモニタリングを行う。 

  ③ 流量観測データの蓄積 

増水時の高水流量観測データや平常時の流況把握のための流量観測データを蓄積する。 

 

 ４ 河川整備計画のフォローアップ 

本計画の着実な推進を図るため、ＰＤＣＡサイクルの考え方に基づいた進行管理、フォロ

ーアップ委員会の設置を行うとともに、地域住民等との情報の共有化を図る。 

 (１) 河川整備計画の進行管理 

ＰＤＣＡサイクルの考え方に基づいた進行管理を図る仕組みを導入することとし、どのよ

うな進行管理の仕組みが可能か検討を行ったうえで、下記のフォローアップ委員会の意見を

聴き、具体化を図る。 

 

 (２) フォローアップ委員会の設置 

新たに、学識経験者と地域住民で構成するフォローアップ委員会を設け、施策や事業の実

施状況等を、定期的に委員会に報告し意見を聴く。 

また、ＰＤＣＡサイクルによる進行管理の仕組みが具体化した段階で、施策や事業の実施

状況の点検・評価を行い、それをフォローアップ委員会に報告することで説明責任を果たす

とともに、委員会から意見を聴いて整備計画の次なる進行と改善につなげていく。 

 

 (３) 地域住民等との情報の共有 

本計画への地域住民等の理解と協力を得るため、本計画に位置づけた施策や事業の実施状

況等について情報発信し、地域住民等との情報の共有化を図る。 
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付記（検討事項） 

 

本計画には、いくつかの先導的な施策を位置づけていることから、実施にあたって検討が必

要な事項があり、これらは本計画の着実な実施のため、漏れなく取り組むことが重要である。 

また、本計画の策定過程で検討してきた事項のうち、基本方針の目標達成に向けて、今後も

継続して検討が必要と現時点で考えられるものもあるため、長期的な観点から、これらを明ら

かにしておく必要がある。 

これら２種類の検討事項を整理して、「付記」として記載する。 

 

１ 本計画の先導的な施策の実施にあたって検討が必要な事項 

本計画には、県として初めて本格的に取り組む「総合的な治水対策」や、全国初の取り組

みである「２つの原則」の実施など、いくつかの先導的な施策を位置づけた。その中には、

先導的な取り組みであるが故に、実施にあたって検討が必要な事項がある。そのような検討

事項は、本計画の中に点在しているため、これらを以下のとおり整理し、列挙する。 
 

 (１) 総合的な治水対策について 

  ① 河川対策（堤防強化） 

治水上特に注意が必要な箇所を対象に、計画高水位以上の洪水に対して堤防を決壊しに

くくする浸透対策、侵食対策及び巻堤等による越水対策、堤防に近接する一部の家屋等の

対応、適正な樹木管理について検討する。 
 

  ② 流域対策 

開発に伴う防災調整池の設置指導強化、モデル事業で実現可能性を検討している水田貯

留の課題解決に向けた新たな取り組み等について、流域市等と協力して検討する。 
 

  ③ 減災対策 

水害リスク評価に関する全国の事例を参考にして、住民が水害リスクを正確に理解でき

るようわかりやすく伝えるハザードマップへの改良・強化、地上デジタル放送等を利用し

た水位情報等の配信、水害に備えたまちづくりの実現、重要施設の浸水対策について、流

域市と協力して検討する。 
 

 (２) 環境対策について 

  ① 「２つの原則」の具体化 

全国初の取り組みである「２つの原則」を、適切かつ具体的に適用するための方策につ

いて検討する（留意事項等をとりまとめた手引き、および「２つの原則」の普及を目的と

したパンフレットを作成する）。 
 

  ② 天然アユが遡上する川づくり 

関係者や地域住民の適切な役割分担のもと、魚道の改善やみお筋の確保などによる移動

の連続性の向上、産卵場及び稚魚期の生息場所の確保等の必要な対策について検討する。 
 

  ③ わかりやすい水質指標による調査 

地域住民の川とのつながりを深めるため、わかりやすい水質指標による調査の実施を関
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係機関と連携して検討する。 

 

 (３) 利水対策について 

  ① 流域水循環の把握 

兵庫県の水に関する総合的な指針である「ひょうご水ビジョン」に基づき、健全な水循

環の確保を目指して、流域水循環の把握に努める。 

 

 (４) 河川整備計画の着実な推進等について 

  ① 河川整備計画の進行管理 

ＰＤＣＡサイクルの考え方に基づいた進行管理を図る仕組みを導入することとし、どの

ような進行管理の仕組みが可能か検討する。 
 

  ② 流域連携のあり方 

武庫川づくりのパートナーとなる流域ネットワークとの連携のあり方について、流域市

や流域ネットワークの意見も聴きながら検討する。 

 

２ 河川整備計画に位置づけていないが、長期的な河川整備基本方針の目標達成に向け

て検討が必要と現時点で考えられる事項 

以下の事項は、本計画には位置づけていないが、河川整備計画作成過程で検討し、基本方

針の目標達成に向けて検討が必要と現時点で考えられる事項である。近年の気候変化等に起

因する集中豪雨が多発している現状も踏まえると、さらなる洪水に対する安全度の向上を目

指して、検討を継続する必要がある。なお、記載の有無や記載の順序は、検討や計画への位

置づけの優先順序を定めたものではない。 
 

  ① 市街地整備と一体となった阪神電鉄橋梁の改築 

今後更なる河道対策に伴い改築が必要となる阪神電鉄橋梁※については、改築の影響が

広範囲に及ぶことから、周辺市街地整備との一体施工の可能性について、関係機関と課題

を共有し、協議・検討を行う必要がある。 

※橋梁の桁下から計画高水位までの余裕高が基準値 1.2m に対して約 0.5m 不足 
 

  ② 武庫川上流浄化センター内の用地を転用した新規遊水地の整備拡大 

標記の新規遊水地整備においては、より一層の安全度向上に向け、下水道計画と調整を

図りながら検討を継続し、可能な限りの容量の拡大を目指す。 
 

  ③ 既存利水施設の治水活用 

千苅ダム等の既存利水施設の治水活用については、予備放流等による治水容量確保策に

ついて検討を行った。より一層の安全度向上に向け、その必要性・実現可能性の検討を継

続する。 
 

  ④ 新規ダムの建設 

新規ダムの建設に伴う環境影響について調査してきた。より一層の安全度向上に向け、

その必要性・実現可能性の検討を継続する。 


